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　市では、高齢者や子育て世代をはじめ、広く市民の皆
さんに利用していただけるよう、公共施設間をつなぐコ
ミュニティバス（仮称もりぐち愛のみのり号）を８月から
試行運行します。
　バスについては、大型ワンボックスカー（乗車定員９
人）タイプを、西部地区に１台、東部地区に２台運行し
ます。
　利用料金は無料です。
　停留所や時刻表など、詳しい内容については、決まり
次第、随時ご案内します。
問道路課
℡06-6992-1694

　『くらしサポートセンター守口』ではふーどばんくＯＳ
ＡＫＡと連携して生活困窮者に対し、緊急的な食料支援
を行っています。
　お米、カップ麺、缶詰などの使用しない食品や、家庭
で余っている食品を入れる回収箱の設置場所（店舗など
の人の出入りが多い場所など）を募集しています。
寄付していただきたい食品
・穀類（お米、麺類、小麦など）
・保存食（缶詰・瓶詰など）
・乾物（のり・豆）
・各種調味料、食用油
・インスタント食品・レトルト食品
・飲料（ジュース・コーヒー・お茶など）
・ギフトパック（お歳暮・お中元など）
注賞味期限が明記され、かつ１カ月以上あるもの
　常温で保存が可能なもの
　未開封であり、かつ破損で中身が出ていないもの
問くらしサポートセンター守口   70800-200-8011
相談日時　月曜日～金曜日　9:00~17:30（土・日、祝日、
年末年始を除く）

　ヘルプマークとは、義足や人工関節を使用している方・
内部障害や難病・妊娠初期の方など、援助や配慮を必要
としている皆さんが、周囲の方に配慮を必要としている
ことを知らせることで、援助が得やすくするものです。
　このマークを見かけたら、思いやりのある行動をお願
いします。

電車・バスの中で、席をお譲りください　
　外見では健康に見えても、疲れやすかったり、つり革
につかまり続けるなどの同じ姿勢を保つことが困難な人
がいます。援助や配慮を必要とすることが外見からは分
からないため、優先席に座っていると不審な目で見られ、
ストレスを受けることがあります。

駅や商業施設などで、声をかけるなどの配慮をお願いし
ます　
　交通機関の事故など、突発的な出来事に対して臨機応
変に対応することが困難な人や、立ち上がる・歩く・階段
の昇降などの動作が困難な人がいます。

　災害対策基本法改正により、一定期間避難生活をする場所である「指
定避難所（臨時も含む）」と、災害種別ごとに緊急的に避難する場所であ
る「指定緊急避難場所」が明確に区別されました。これを受け、本市に
おいても３月末に、避難所の看板を新たに設置しました。
　避難場所については、市ホームページをご覧ください。

指定避難所　
災害による危険がなくなるまでの
間、一定期間滞在し、避難生活を
するための施設

指定緊急避難場所　
災害が発生し、または発生するお
それがある場合に、その危険から
逃れるため、一時緊急的に避難す
るための場所

洪水／内水氾濫　
洪水／内水氾濫の時に指定緊急避
難場所として、一時緊急的に避難
するための場所

問危機管理室   ℡06-6992-1497

　国土交通省は、「水防災意識社会を再構築ビジョン」の
もと、大規模な洪水が発生した場合に、市民の皆さんの
自主的な避難に役立てるため、携帯電話などへ緊急速報
メールを活用した洪水情報の配信を開始します。
開始日　６月15日（木）
配信エリア　市全域
配信する情報　
淀川において河川氾濫のおそれがある（氾濫危険水位に
到達した）情報、河川氾濫が発生した情報を配信

災害時は、安全に避難するための支援をお願いします
　障害などにより、状況把握が難しい人、自力での迅速
な避難が困難な人がいます。

ヘルプマークを必要とする方に配布します
配 障害福祉課（市役所３階南エリア）、健康推進課（市民保
健センター３階）

対 義足や人工関節を使用している方・内部障害や難病・妊
娠初期の方など、外見から分からなくても援助や配慮
を必要としている方

時６月１日（木）から
問障害福祉課
℡06-6992-1630
FAX06-6991-2494
 Mor i_shougai@ci ty -
moriguchi-osaka.jp

問洪水情報は淀川ダム統合管理事務所
℡072-856-3131

避難所情報について　
問危機管理室
℡06-6992-1497

新たな避難所看板を設置

洪水情報の配信がスタートコミュニティバスが運行します！ 食料品などの寄付協力のお願い

「ヘルプマーク」普及の取り組み

mori informationもり インフォメーション

（地方整備局など）

関係市町村、報道機関など
メール・
FAXなど

テレビ・ラジオ
インターネットなど


